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会社概要

創業 1920年(大正9年) 8月

資本金 1億円

従業員数 436名（パート社員含む）

年間販売額 55.4億円（令和4年度）

事業内容 家具インテリア用品の製造・販売

飛驒産業会社概要

北海道工場（三笠市）



岐阜県飛騨地方とは



平湯温泉
新穂高温泉・ロープウェイ

宝橋

奥飛騨 栃尾工場



奥飛騨 栃尾工場 令和４年度岐阜県森林・林業対策事業補助金

所在地：岐阜県高山市奥飛騨温泉郷栃尾 439-18-1 及び 458-2-1 
敷地面積：1360 ㎡ 
建屋詳細：乾燥装置 木造 90 ㎡×3 棟 270 ㎡ 　ストックヤード 鉄骨造 120 ㎡ 
生産能力：1000 ㎥（製材品）/ 年
本体設計：有限会社斐太プランニング 
本体施工：丸仲建設株式会社 
乾燥設備設計施工：株式会社メカトロニクス
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温泉熱利用略図

45日間

乾燥室内温度熱交換

入庫
製材直後（ナラ厚材は除く）
含水率80～200%（材種による）

含水率8%
出庫

乾燥室温度
25℃

乾燥室温度
約60℃

温水温度
61～63℃

電力による
補助的加温

熱交換
プール

山水供給
水温約15℃

温泉熱供給
出口温度約68℃
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温泉熱利用木材乾燥事業の実施体制図（ステークホルダー）
【県産材・市産材の有効活用による地域活性】

【国産材・県産材を活用した高付加価値の製品作り】

【自然エネルギーを活用したまちづくり】
地域の課題解決への支援（過疎地域振興対策）

【地域材供給体制の確立】
集材方式＝木の駅連携方法を採用

【行政・学術機関による研究・技術開発に関する
助言指導と情報提供】

奥飛騨温泉鄕
栃尾温泉協同組合

奥飛騨温泉鄕
栃尾町内会

温泉熱利活用
木材乾燥施設

飛驒産業株式会社
奥飛騨 栃尾工場

飛驒産業株式会社
上宝製材工場

飛驒産業株式会社
本社工場・北海道工場

県外林業者岐阜県内林業者飛騨地域の林業者
飛騨地区木製品
製造メーカーなど

集材 集材 集材
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温泉熱の安定供給・保守・保全等の管理

産学官連携による
研究・教育活動意見交換

地域貢献・雇用創出・適切な情報公開・環境負荷の最小化

高山市
上宝支所
商工労働部
環境林政部

飛騨市
広葉樹活用推進
コンソーシアム

岐阜県林政部
岐阜県森林研究所
岐阜県生活技術
研究所など

キツツキ森の研究所
木材の科学的研
究乾燥技術の確立

県産材・市産材
安定供給のための情報交換

地域材を活用した
製品の需要創出

施設導入に対する補助工場用地の貸し出し



割れない狂わない広葉樹の低温乾燥①

●自由水と結合水とは

木材の細胞壁に含まれる結合水の割合（含水率）は、
樹種によらず 28 ～ 30％である 。
結合水の蒸発が始まると、乾燥による細胞収縮が起こる。

●広葉樹材の乾燥と割れ・そりの原因

木材乾燥時の収縮の速さが異なり、細胞壁の厚さによって
収縮率も異なるため割れたり反ったりする。

結合水
（細胞壁）

自由水
（細胞腔）

乾燥

広葉樹材の構造と細胞壁の収縮

放射方向（R）2.0%

接線方向（T）5.9%

乾燥時の細胞
収縮により接
線方向に応力
が発生する。
広放射組織で
割れる。

乾燥前（71%）
Step1（~30%）
Step2（30~20%）
Step3（16%）
Step4（14%）
Step5（~12%）
Step6（~7%）
Step7（4.5%）

割れ 反り



割れない狂わない広葉樹の低温乾燥②

低温乾燥

乾燥前

図　ナラ材の初期乾燥速度の違いによる割れと収縮変形の違い

割れ（矢印） 収縮変形
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●温度をかけずに、形を維持したまま、
　緩やかに乾燥させる。

●水蒸気圧の高いところから、
　低いところに水が緩やかに移動して平衡になる。

●低温かつ高湿度（乾球温度－湿球温度＝△温度）で緩やかに乾燥させると、
　割れや収縮変形を抑えることができる。

速い

緩やか



• 年間発電量 :42万kWh/年 1世帯3,600kWh/年で計算し、一般家庭120世帯分に相当

• 年間CO2削減量 :140トン-CO2 中部電力株排出係数・0,341KG-CO2/kwhで算出

• 竣工日 :2012年（平成24年）11月15日

きつつき森の発電所

直近1年間の発電量・売電金額

・総発電量 424,364kwh
・1日平均 1,166kwh
・金額 ￥16,974,600
・1日平均 ￥46,634



能力
2022年度
燃料使用量

概算

重油
換算

換算最大蒸発量 4800kg/h
伝熱面積 118.9㎡
最高使用圧力 0.98MpaG

熱量 10830149kJ/h

使用燃料 木質燃料
湿り排出ガス量 MAX10649N㎥/h

通常6091N㎥/h

乾き排出ガス量 MAX10058N㎥/h

通常5668N㎥/h

燃焼量 908kg/h

996,100kg
242,951

ℓ

第一工場バイオマスボイラー



能力
2022年度
燃料使用
量概算

重油
換算

換算最大蒸発量 4800kg/h
伝熱面積 115㎡
最高使用圧力 1.96MpaG

熱量 10830149kJ/h

使用燃料 木質燃料
湿り排出ガス量 MAX10649N㎥/h

通常6091N㎥/h

乾き排出ガス量 MAX10058N㎥/h

通常5668N㎥/h

燃焼量 1,131kg/h

629,300kg
153,487

ℓ

バイオマスボイラー上宝工場



環境改善効果 

二酸化炭素排出削減 

計算式：既存設備の年間灯油使用料から削減量の推定値を算出しています。 

室内体積
（㎥）

年間稼働時間
（h)

年間灯油使用料
（L)

第一工場乾燥室
（既存）

80.5 5,640 36,352

↓約12.0倍(a) ↓約1.5倍(b) ↓約18.7倍(a)×(b)

栃尾乾燥室
（今回導入）

967.5 8,760 678,591 ※推定灯油使用料

単位発熱量
（GJ/kL）

排出係数
（tC/GJ）

推定灯油削減量
(L)

二酸化炭素排出削減量
(t-CO2)

36.7 0.0185 678,591 1,689

※CO2/C換算として44/12を掛けています。

→

奥飛騨栃尾工場

678,591㍑



きつつき森の発電所 140ｔ-CO2
第一工場ボイラー 242,951ℓ 656ｔ-CO2
上宝工場ボイラー 153,487ℓ 415ｔ-CO2
奥飛騨栃尾工場 678,591ℓ 1689ｔ-CO2

合計 2900ｔ-CO2

自家用車1台(1万km／年、1人乗車）の二酸化炭素排出量は年間約1.3t-C02
飛驒産業では、自家用車2230台分のCO2を削減していることになります。

飛驒産業本社 CO2削減量





2023 年 11 月 22 日　岐阜新聞

2023 年 11 月 22 日　中日新聞
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